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ご意見① 　全面的に賛成し、協力したい。
　計画案と新規に市役所、市民会館を新設の財政負担の対比はどうか。

市の考え 　市役所の新設で26億8,000万円、市民会館の新設で30億円が見込まれます。計画案は市庁舎としての
改修で約13億円、市民会館耐震補強で約３億5,000万円が見込まれます。

ご意見② 　なぜこの計画を立てたのか。財政難で全市民が満足できる計画は出来ないが、説明不足と感じた。

市の考え

　県立高校の再編整備で、中野高校が閉校となるため、一昨年８月に県教育委員会から市に跡地の活
用希望の照会がありました。
　市街地に隣接した跡地（約４万１千平方㍍）の活用は、耐震に問題な本庁舎、延期中の文化施設や
保育所建設などを考える上でも大変重要な課題と考えていました。学校の統廃合、国、県の出先機関
統合、民間企業撤退など、空き施設の出現が今後も予想されます。
　市の基本的な考えは、厳しい財政状況の中、少子高齢化、環境問題に対応するため、使える空き施
設を限りある財産・財源、資産・資源として有効活用する。施策を進める上で市民生活が最優先であ
り、保育園整備や北信総合病院支援、北信保健衛生施設組合の新斎場建設を重要な課題とします。
　旧中野高校校舎は耐震上問題がなく、低コストでの改修で本庁舎としての活用、保育園や老人ホー
ムの跡地への設置など、可能性の検討を昨年８月の市議会全員協議会で表明しました。その後、建築
士事務所協会中高支部に建物の調査を依頼し、市役所内の検討委員会で、庁舎として使用する際の新
設建物、除却建物、進入路の確保、市民の利便性を考えた長所、短所などの検討を行いました。
　高校跡地の検討と、市の公共施設全体の今後の整備計画「グランドデザイン」も併せ、総合的に検
討した結果の計画案をお示ししました。
　また、新統合保育所の西条運動公園への建設計画検討当時は他に候補地が無く、その後、高校跡地
が加わり、財政負担増とはなるが、未来を担う子どもたちの個性を豊かに育み、より良い保育環境の
提供を最優先した計画案です。

ご意見③ 　市役所庁舎の現地改築を要望。信州中野駅前から中町にかけ集中する人、車の流れが分散し中心部
が衰退する。移転で西町、中町の商店や飲食店、商業者に経済的打撃がある。

市の考え 　市街地の商業者への経済的影響は現時点で予測できませんが、中心市街地の活性化は引き続き皆さ
んと取り組みます。

ご意見④ 　市役所庁舎の移転は反対。現在地で再構築すべきと考える。（同様の意見１１件)

市の考え 　厳しい財政状況と使える空き施設を限りある財産・財源、資産・資源として有効活用するための計
画案です。

ご意見⑤ 　公共施設用地は、可能な限り「広い」ほうがよい。環境と景観が全ていい影響を及ぼす。発心の至
情から庁舎を旧中野高校跡地へ移転改修することが最も望ましい。

市の考え 　景観については特に配慮していきたいと考えています。

ご意見⑥

　事業計画案について賛成。保育園建設は、将来ある子どものために、適正人数でより良い環境を。
多目的サッカー場建設は、子どもから社会人まで競技人口が増えており、現在の施設では公式大会も
開催出来ず、早期建設をお願いします。高校跡地は市の財産であり、県より譲り受け、市庁舎等有効
活用に賛成。

市の考え 　今後も、保育環境の充実とスポーツ振興に取り組みます。

ご意見⑦ 　市役所の場所は現状がベスト。移転改築に 13 億円の血税を使うことには反対。ハードでは市民は元
気や豊かになれない、ソフト事業にお金を使うべきである。

市の考え 　今回の計画案はハード事業のみですが、市民生活を最優先し、保健福祉などソフト事業に予算を向
けたいため、市庁舎として今ある施設（旧中野高校の校舎）を有効に活用する計画案です。

ご意見⑧

　旧中野高校跡地のみよし保育園新築は賛成。計画案は多面的で、財政面からも妥当。市庁舎は、地
勢的に入り口より奥まった場所の方が市街地の活性化にかえって都合よい。
　市民会館は耐震整備で維持し、再度の合併時に広域で立派な施設を建設。旧中野平中跡地はグラウ
ンドとして、西条運動広場に特養ホームを建設。北信病院の計画には財政上大変ですがご尽力に期待
する。

市の考え 　特に北信総合病院については、当市の基幹的病院であり、地域医療の充実のため、できる限り支援
していきます。

ご意見⑨
　芝のグラウンドは擦り傷の心配もなく安全。他の競技は専用場がある。サッカーが盛んで、活躍し
ている地元チームもあり、是非サッカー専用グラウンド建設を。素晴らしい環境で、市外県外からチー
ムを呼び、競技力向上と地域の活性化につながる。市の誇りとなり、子どもたちに夢を抱かせる施設を。

市の考え 　サッカー競技人口も増えていることも踏まえ、将来を担う子どもたちのための計画案です。

ご意見⑩

　策定方針の「限りある財産・財源、資産・資源を有効に活用」とある資源のなかに「人財」は想定
されるのか。活性化に結びつく発想に一段の検討を。バラバラに存在する諸施設の有機的連携と活用
が大切。ハードからソフト施策へ重点を一層移行すべきで、庁舎の移転は総合的な見地から再検討し、
先送りする。市庁舎の旧中野高校跡地への移転ありきの計画には反対。新たな旧中野高校活用方法の
提案は次のとおり（提案６項目…省略）

市の考え 　計画案はハード事業のみで、喫緊の課題である施設整備を優先したものです。ソフト事業・施策の
一層の強化・充実などについては今後も努めていきます。

ご意見⑪
　旧中野高校跡地利活用について、市民の健康、長寿を願うならば、教室での色々な創作、創造、学
びの場の提供が良い。
　旧中野高校は土地も広く施設もまだ十分に使えます。市庁舎とした場合は、交通の便が悪いと思う。

市の考え 　約４万１千平方㍍の土地と耐震上問題のない建物の有効活用を図っていきます。

ご意見⑫

　有利な合併特例債の利用を優先すべき。代替案は、①市役所新築、中央公民館・勤労青少年ホーム、
市民会館、保育園の耐震工事を最優先。②民設・民営の特養ホームは、建設位置も含め民間事業者に
任せる。③旧中野高校の活用は、既存建物の有効利用を図り、市内で不足、不便を感じている施設を
リストアップし、何に最適か市民に諮る。

市の考え 　合併特例債の活用については、安易に借り入れせず、十分に検討します。

ご意見⑬ 　市役所移転に反対。移転する理由がわからない。現市役所を改築して夢のある空間に。市民会館は
別な場所へ移転しても広域で考えても良い。

市の考え 　基本方針により、市の公共施設全体の今後の整備計画を総合的に検討した計画案を今回お示ししま
した。

ご意見⑭

　短期間に公共施設整備が集中する中、将来にわたる市民負担の軽減と生活に直結する福祉などを最
優先したもので全面的に賛成。
　北信病院など福祉 ･医療 ･教育の確保が何より重要で、最優先し、市庁舎は、市民生活に不可欠な
施設整備後に、後世に負担とならない範囲での整備を希望。
　旧中野高校校舎は、現市役所も近く、遊休施設活用の現実的で妥当な案と考える。

市の考え 　今後も市民生活を最優先に、経済情勢、財政状況、将来への財政負担を考慮し、市政を進めていきます

【公共施設整備・市有地利活用計画案】
　計画案について議会との調整を進めてほしい／等価交換は今の段階で強引にやると混乱を招くので、過
去の経緯を踏まえ今後の進展を図ってほしい／西条の学校用地については住民の気持ちを汲んで見直しを
お願いしたい。サッカー場整備はワールドカップの練習場になるよう進めてほしい。
【旧中野高校跡地利活用計画案】
　庁舎としての利用は非常に良い／庁舎にすることは大賛成／旧中野高校の活用は適正と思う。使わなく
ては損／校舎を使うのは暫定と思っているので計画案は賛成／庁舎は現地に新築してほしい／中心市街地
の活性化、歩いて回れる街づくりという点から庁舎の移転は反対／庁舎は現地建て替えが良いと思う。
【財政推計】
　５年計画の中で平成２３年度以降、市税、交付税など一定では無理があるのではないか。
【保育所整備計画】
　施設規模は１２０人以下が望ましい／２００人以上の大規模ではなく１２０人程度は適正数と思うので賛成／男
性保育士を配置してほしい。

　市では、公共施設整備・市有地利活用計画案および旧中野高校跡地利活用計画案に対して、広く市民の
皆さんからご意見を募集しました。お寄せいただいたご意見とそれに対する市の考え方を公表します。
　今後は、住民懇談会でのご意見の課題整理と検討を併せて行い、総合的に判断し進めてまいります。

募集期間　１０月１8日㈪～１１月１5日㈪
募集結果　提出者２4人（郵送１２人、Ｅメール３人、ファクス２人、持参７人）
問い合わせ先　市役所政策情報課政策推進係　☎（２２）２１１１（内線２１６）

　10月19日から25日の間に市内４会場で実施した住民懇談会のアンケート結果をお知らせします。
　ここでは、ご意見、ご要望のみとなりますので、詳しくはお問い合わせください。

貴重なご意見・ご提案をお寄せいただき、
ありがとうございました


